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目的： 

この研究では、近年開発された手法を用いて、発達とメディア視聴時間の個人差を調整した上で、幼児期（1 歳、2

歳、3 歳）のテレビ・DVD（メディア）の視聴時間と発達との関係について、メディア視聴時間が長いから発達が遅くなる

のか、発達が遅い子はメディア視聴時間が長くなりやすいのかを調べました。 

 

方法： 

自閉スペクトラム症と診断されていない 57980 人の子どものデータを使用しました。発達は、日本語版 ASQ-3 という

質問票を用いて、5 つの領域（コミュニケーション、粗大運動、微細運動、問題解決、個人と社会）のスコアを算出しま

した（低い点数は発達が遅いことを示します）。1 歳、2 歳時のメディア視聴時間の 1 年後の発達スコアへの影響と、逆

方向（1 歳、2 歳時の発達スコアと 1 年後のメディア視聴時間）の影響を調べました。 

 

結果： 

メディア視聴時間が長いと 1 年後の発達スコア（5 領域全体）が低くなる影響を 1 歳から 2 歳、2 歳から 3 歳で認めま

した。領域ごとに見ると、1 歳時のメディア視聴時間は 2 歳時のコミュニケーション領域に、2 歳時のメディア視聴時間

は 3 歳時の粗大運動、微細運動、個人-社会の 3 領域に影響を認めました。逆に、1 歳時、2 歳時のコミュニケーショ

ン領域の発達スコアが低いと、1 年後のメディア視聴時間が長くなる影響を認めました。発達スコアを高くする育児環

境要因として、年上の兄弟、保育園の利用、子どもへの読み聞かせが関係していました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

この研究から、1 歳時、2 歳時のメディア視聴時間が発達に関連することがわかりました。最近ではスマートフォンやタ

ブレットを見る子どもも増えていますが、この研究では、テレビと DVD 視聴時間のみを検討しており、スマートフォンな

どの影響はわかりません。また、テレビやＤＶＤで見る番組などの内容によって発達への影響に何らかの違いがある

かということもわかっていません。親子で絵本を読む、保育園や家庭で他の子どもや兄弟と遊ぶ、親子で外出するな

どは、メディア視聴時間の減少や発達スコアの高さと関連があることがわかりました。家庭でメディア視聴が長くならな

いような工夫や社会との交流を支援するような取り組みが必要と考えられます。 

 

結論： 

1 歳時、2 歳時のテレビなどの視聴時間が長いと、発達の遅れにつながる可能性が示されました。 

 


